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美 術令 和 3 年 度 版  光 村 の 学 び を 深 め る 工 夫

学習指導要領で重視されているカリキュラムマネジメントを意識し，コラムを設けました。

学びが広がる  他教科との連携

数学科とのつながり
文様をデザインする題材では，
１年の数学科で学習する「平面図形」と関連させて，
エッシャーの敷き詰め模様を紹介しました。
原稿はエッシャーの大ファンである
生物学者・福岡伸一先生にお書きいただきました。

国語科とのつながり

1年 P.43 「エッシャーの敷き詰め模様」

1年 P.45 「漢字の成り立ち」

● 1年 P.37 「古典文学と屏風絵」  ● 1年 P.80 「美術鑑賞を広げる言葉」
● 2・3年 P.59 「コピーを考える」

理科とのつながり
1年 P.74 「自然が教えてくれるもの」
自然から生み出された造形をデザインに取り入れた例として，
カワセミのくちばしの形からヒントを得て
デザインされた新幹線などを紹介しています。

道徳科とのつながり
道徳科との関連を意識しながら学べるよう，
関連する題材の下に道徳科の内容項目を示しました。

漢字は今から3000年以上前に中
国で使われ始めた。長い年月の
中でさまざまな漢字が生まれた
が，なかには二つ以上の字を組
み合わせて生まれたものもある。
例えば「集」は，「木」と鳥を
意味する「隹

ふるとり

」を組み合わせ
た文字だ。たくさんの小鳥が群
れて木に止まる様子から，「集
まる」という意味で使われるよ
うになった。文字の成り立ちに
ついて知り，デザインの発想に
生かそう。

●漢字の成り立ち

国 語 科 と の つ な が り
もとの形 昔の漢字 今の漢字

「木」と鳥をあらわす
「隹」からできた。

上の部分は「火」，
下の部分は「人」を
あらわす。頭上に炎

ほのお

を
ささげている人の
姿からできた。

下の「月」は肉，
上の部分は
右手をあらわす。
右手に肉を持つ
様子からできた。

社会科とのつながり

1年 P.53 「火焔型土器 装飾に込めた願い」

火焔型土器 No.1（国宝）
粘土　高さ46.5㎝
縄文時代中期

笹
ささ

山
やま

遺
い

跡
せき

出土（新潟県）
十
とお

日
か

町
まち

市博物館蔵（新潟県）
粘土のひもを渦

うず

巻
ま

き状に
貼
は

ったり，縁
ふち

を指でつまん
だりして，装飾を施したと
考えられている。「縄

じょう

文
もん

雪
ゆき

炎
ほむら

」という愛
あい

称
しょう

がある。

この土器がつくられたのは，今から約5000年前といわ
れる。人々は軟

やわ

らかな土からさまざまな形を生み出し，
火にくべることで固く焼き締

し

め，土器をつくった。縄
じょう

文
もん

時代の人々も，土から自由に形を生み出す楽しさを
感じていたのかもしれない。表面の文様は何をイメー
ジしたものだろう。どうしてこのような装飾を施

ほどこ

した

のか想像してみよう。
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　装飾に込
こ

めた願い

社 会 科 と の つ な が り

中学生の野焼き体験
縄文土器は屋外で直接火にくべる
「野焼き」という方法でつくられた。

家庭科とのつながり

1年 P.55 「生活を豊かにする食の文化」

箸を制作するときには，家庭科で学ぶ食文化の大切
さを意識しよう。また，できあがった箸を使って実
習でつくったものを食べたり，箸

はし

袋
ぶくろ

を縫
ぬ

ったりして

みよう。食の楽しみは私たちの生活を豊かにする。

●生活を豊かにする食の文化

家 庭 科 と の つ な が り

箸と箸置きと箸袋　
コクタン，布他　箸：長さ20.7㎝　箸置き：長さ5㎝　箸袋：長さ25㎝

生 徒 作 品

道徳科との関連を意識
して指導できそう！


